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コ ー ス：学校改善マネジメントコース 
 
 
 

令和 3 年 3 月 31 日に公布され、同年 4 月 1 日に施行された「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する

法律の一部を改正する法律等の施行について（通知）」において、公立の小学校（義務教育学校の前期課程を含む。）の学級編制

の標準を、約 40 年ぶりに一律に引き下げることとし、具体的には、学年進行により、現行の 40 人から 35 人に段階的に引き下

げる措置を講ずることになった。同通知の中では、以下のことを検討事項として挙げている。 
 

政府は、公立の義務教育諸学校における教育水準の維持向上のためには、学級規模及び教職員の配置の適正化を図ることに加

え、多様な知識又は経験を有する質の高い教員が教育を行うとともに、教員以外の教育活動を支援する人材（外部人材）を活用

することが重要であることに鑑み、令和 3 年改正法の施行後速やかに、学級編制の標準となる数の引下げが学力の育成その他の

公立の義務教育諸学校における教育活動に与える影響及び外部人材の活用の効果に関する実証的な研究を行うとともに、教員の

免許に関する制度その他教員の資質の保持及び向上に関する制度の在り方について検討を行い、それらの結果に基づいて法制上

の措置その他の必要な措置を講ずるものとすること。（令和 3年改正法附則第 3条） 

 
（問）下線部の「学級編制の標準となる数の引下げ」について、考えられる利点や懸念について、あなたの教育経験等を踏まえ

て 1200 字程度で述べなさい。 
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【出題の意図】 

学級編制の標準が引き下げられたことを受けて、自校の状況を踏まえてその利

点と懸念されることについて具体的に整理し、論述する問題になっている。 

利点としては、少人数の指導になりやすく個に応じた指導が実現されやすい点

などが挙げられる。一方で懸念される問題としては、教育委員会レベルであれば

必要な教員数の確保、学校レベルであれば必要な教室数の確保が難しい学校が出

る可能性があり、教育・教室環境の整備に課題が生じる点などが挙げられる。 

受験者の教育経験をもとに、具体的な論述が求められる。 

 

 

 


